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文責：校長 大内雅之

令和 6 年 1 月 1 日に発生した石川県能登半島地震により、犠牲となられた方々におくやみ
を申し上げるとともに、被災されたすべての方々に心よりお見舞い申し上げます。また、被

災地域の皆様の安全の確保を心よりお祈りいたします。

「一年の計は元旦にあり」「有終の美」
～心 新たに～

令和６年の幕開け、そして、第３学期のスタートです。

今年もどうぞよろしくお願いします。

さて、今年の冬休みは、いかがでしたでしょうか。コロナに

よる制限はないものの、インフルエンザ、プール熱等の感染症

が流行し、なかなかコロナ以前の通りとはいかなかったところもあったかと思います。そんな中

であっても、子ども達にとって有意義な時間、楽しい思い出ができた時間となったことと思って

います。

２学期末の終業式で子ども達と約束をしました。それは「死なないこと」。結果は・・・子ど

も達は全員冬休み中、しっかりと命を守り通しました。ホッとしました。ニュースで小さな子が

巻き込まれた事故などの話を聞くと、命をつないでいくこと、生きていることは当たり前のよう

で当たり前ではないという思いを強くしていました。事件・事故の回避、自然災害への対応、感

染症対策等、今学期も一人一人ができることを継続していかなければなりません。どうぞよろし

くお願いします。

始業式では石川県能登半島地震に触れた後、新年にあたり、下の言葉と意味を話しました。

「一年の計は元旦にあり」■はじめが大事

（ことに当たっては最初にしっかりとした計画を立ててから臨むことが大切であること）

「有終の美」■終わりをしっかり

（物事をやりとおし、最後をりっぱに仕上げること。結果がりっぱであること）

そして、あらためて「自分の命は自分で守る。他の人の命は

傷つけない（命＝体・心）」ことを確認しました。

３学期５１日間、まとめに向けて全力で取り組んでいきま

す。ご家庭でも子ども達を励ましながら、見守ってあげてく

ださい。

始業式の後には、「登校班会議」を行いました。安全な登

校にむけて、全校生で確認しました。

特に以下の点については登校班の出発前にもご確認をお願い

します。

①７時３０分以降の学校到着

②１列歩行／歩道の片側は空ける

※各班 ゆずり合って

③ポケットに手を入れたまま歩かない（防寒を）

④元気なあいさつ 地域の方にもしっかりと

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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